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農家の課題について情報交換する中村社長（左）と筑邦銀アグリチームのメンバー（11月12日、筑邦銀本店）

筑邦銀行は、農家の事業承継支援に本腰を入れる。これまで同分野の事業承継は、知見や人手不足を理由に

支援が手薄だった。農業のコンサルティングを手がけるFOODBOX（東京都）と案件の探索から事業価値向上

までの仕組みを構築し、2026年度中に第1号の成約を目指す。

「農家には定年退職がなく辞め方がわからない。“引退迷子”とも言える」。FOODBOXの中村圭佑社長は農

家の実情を語る。現役中に事業譲渡を相談できる先も少なく、「畑が耕作放棄地になってから対応を考える。

そもそも事業価値を理解していない場合も多く、生産技術や手間をかけてつくった土がもったいない」と指摘

する。

農業に関心を持つ企業は存在するが、新規参入は容易ではない。特に近年は、資材高騰による初期投資とラ

ンニングコストの増加や、天候不順による生産難易度の高まりがあり、ゼロからの挑戦は難しい。

9月から本格的に推進を始めた新たな承継スキームではこれらの課題に対応する。売り手探しは、筑邦銀が事

務局を務める「筑後アグリネットワーク」の情報や、FOODBOXが持つ業界団体とのつながりを活用する。営

業店からの情報提供にもインセンティブを設け、売り上げ3000万円以上の農家を中心に需要を探る。

買い手は飲食業者など既存事業とシナジーのある先を主に探索。事前に需要調査を進めており、同行アグリ

チームの長谷川彰男エグゼクティブマネージャーは「SDGs（持続可能な開発目標）や地域貢献の一環で参入を

考える企業も既に複数ある」と明かす。

交渉は、筑邦銀が買い手のFA（ファイナンシャルアドバイザー）、FOODBOXが売り手のFAで進行。契約成

立後は生産性向上や販路拡大、組織体制構築をFOODBOXが伴走支援し、3年後をめどに企業への経営移行を目

指す。

手数料は成功報酬型。また、譲渡後に行う事業価値向上のコンサルでFOODBOXがフィーを得る。

農業の承継が遅れる背景には、大きなディールが少なく、収益性の観点から専門機関の支援が不足している

こともある。筑邦銀は、手数料など収益の最低ラインを意識しながら26年度中にモデルケースを創出し、数年

かけて案件数を増やす考えだ。

【関連記事】

・西京銀、農業分野へ関与強める　出資や行員出向、専門部署も

・筑邦銀、コメ作って売ります︕　合弁会社活用、ノウハウ蓄積

おすすめ

金融機関、創意工夫で内定辞退防止　フォ
ロー体制手厚く

東京・高輪のビジネス創造拠点「LiSH」、
大企業・大学・新興が融合　地域活性化へ
広域連携

地銀、オウンドメディア活用　新たな顧客
接点創出へ

金融庁、地域金融力強化の報告書　機能強
化法延長盛り込む　早期警戒制度も見直し　

収益構造の改革進む　あおぞら銀・大見社
長

【眼光紙背】　不動産クラファンの死角

アクセスランキング（過去１週間）
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